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第 42 号社協まいばら

米原市では、行政計画である『地域福祉計画』と住民の行動

計画である『地域福祉活動計画』を一体化し策定を進めました。

策定にあたっては、地域住民、各種団体、事業者などから構成

する米原市地域福祉計画委員会を設置し、平成24年10月から

平成26年３月までの期間で策定を行いました。その中で地域の

実情を把握するためのアンケート調査などを実施し、地域課題

を明らかにしたうえで、様々な立場から意見を出し合い、地域

の実情に合った計画策定に努め、平成26年３月に『まいばら福

祉のまちづくり計画』が完成しました。

米原市地域福祉計画策定委員会
委員長　宮部　道雄　さん
米原市民生委員児童委員
協議会連合会代表

まいばら福祉のまちづくり計画とは？

今、地域を取り巻く現状…

近頃のニュースなどで耳にするように、現在の地域社会を取り巻く状況は、少子高齢化

やつながりの希薄化、生活様式の変化、雇用不安や所得格差の拡大など、社会情勢の変化

により、大きく変わってきています。米原市においても計画策定にあたり、人口構成や世

帯状況の分析、福祉活動に関するアンケート調査などを実施した結果、以下のような状況

が見えてきました。

これからも地域（米原市）で安心して暮らしていくために…

上記のような心配や不安を解消するためには、地域住民同士のつながりを再構築すると

ともに、地域全体で支え合う仕組みの構築と活動の推進が求められます。また、地域だけ

で取り組むのではなく、市や社協、福祉事業者や企業、団体なども同じ目標を持って、つ

ながり、協力し合いながら地域を支えていくことが必要であり、それらを明記したものが、

今回策定した『まいばら福祉のまちづくり計画』になります。

計画の特徴

『まいばら福祉のまちづくり計画』の最大の特徴は、地域福祉計画と地域福祉活動計画

が一体になっていることです。これにより地域住民の役割だけでなく、市や社協、地域に

ある福祉事業所や企業などが同じ目標を持って、お互いの役割を共有することができます。

また、福祉活動や事業が効果的にできるエリアを設定し、エリアごとに支援体制や拠点

の整備を進めていくことができます。

地域福祉計画と地域福祉活動計画が一体

地域に住む全員の役割を明示 支え合いエリアを設定
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少子高齢化 災害時の不安 つながりの希薄化 
虐待や引きこもり、 
孤独死への不安 

)（
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社協まいばら第 42 号

「まいばら福祉のまちづくり計画」は、行政による地域福祉計画と民間の行動計画である地域福祉活動

計画を一体化して策定された計画で、全国的にも数少ない画期的な取り組みです。行政まかせではなく、

住民に何ができるかを考えていこうとする計画理念は、米原市において住民の皆さんの活発な活動があっ

たからこそできたものです。米原市ではすでに「地域福祉活動計画」がありました。地域福祉の推進にあ

たり、地域住民及び福祉・保健等の関係団体や事業者が、主体的に関わるための活動計画に、米原市の行

政計画が加わり、福祉のまちづくりにおける、さらなるパワーアップが期待できます。

「まいばら福祉のまちづくり計画」には、地域に起きているさまざまな課題を住民の皆さんや行政の気

付きに繋げる効果があります。計画づくりでは、アンケートや聞き取りを通じて、住民の皆さんの生活課

題や地域の実態を把握しました。そして、住民、ボランティア、自治会、事業者、

NPOなどが地域社会で果たすべき役割を議論し、問い直す作業を行いました。さ

らに支援や介護が必要になっても、住み慣れた地域で暮らし続けるための必要策

を考えました。今後も、計画目標の達成状況を確認しながら、この作業を定期的

に繰り返すことになります。

地域福祉は福祉の充実を目指すだけでなく、「誰が」「誰と」「どのように」行う

かを大切に考えます。国や自治体がすること、住民の皆さんがすること、地域の

団体や事業者がすることの役割を明確にしていきます。そして参加する皆さんが

「学び」、「民主主義」、「参加と協働」を実感できることが重要です。

これらの基本目標を参考にしながら、地域や住民だけでなく、市や社協、福祉事業所や企業などがそれぞれの

役割を認識しながら取り組みを進めます。また、それぞれが取り組むだけでなく、時には一緒に取り組むことで

それぞれのつながりが深まり、より良いまちづくりにつながります。

『まいばら福祉のまちづくり計画』 理念

今回ご紹介した『まいばら福祉のまちづくり計画』は、米原市役所ホームページまたは、米原市社会福祉協議

会ホームページからダウンロードすることができます。また、内容について質問等ありましたら、米原市社会福

祉協議会　各地域福祉活動センターまでお問い合わせください。

基 本 目 標 Ⅰ つながり 

自分らしく　心豊かに　安心して暮らせるまち　まいばら 
～みんなでつくる　つながりと支え合いのある　まちをめざして～ 

を深める取組の充実 
ご近所、 様々な活動の仲間、 様々な立場の人々が交流し、 互いの立場を理解し合い、つながりを深めながら、 

人と地域の元気を高め合っていけるまちを、 みんなでつくります。 

暮らしを 支える 活動の充実 
市民の生活課題に寄り添う取組を充実し、 
いけるまちをつくります。 

支援が必要になっても、一人一人が自分らしく、安心して暮らして 

米原市のあらゆる主体が協力 ・ 役割分担しながら地域福祉の推進に取り組むための仕組み、体制をつくります。 
総ぐるみ による福祉のまちづくり体制の構築 

基 本 目 標 Ⅱ 

基 本 目 標 Ⅲ 

次号、てとて11月号では…
今回紹介した『まいばら福祉のまちづくり計画』の基本目標に沿った取り組みを

実施している市内の活動事例をご紹介します。

米原市地域福祉計画策定委員会
副委員長　斉藤　弥生　さん

大阪大学大学院
人間科学研究科　教授（ )
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第 42 号社協まいばら

１．評議員会（年６回開催）
２．理事会（年７回開催）
３．監事会（年２回開催）
４．総務地域福祉委員・在宅生活支援委員合同委員会（年１回開催）
５．苦情解決委員会（年２回開催）

施設管理
伊吹健康プラザ愛らんど
北部デイサービスセンターきたで～
米原地域福祉センターゆめホール
西部デイサービスセンターきらめき
ボランティアセンター三島荘
柏原福祉交流センター
近江いきいき健康館

総合相談
常設相談（１，０５０件）

地域福祉権利擁護事業
福祉サービスの利用の援助や日常の金銭管理の支援、書類

などの預かり
相談件数（３，７３７件） 契約数（５６件）

生活福祉資金貸付事業・一時援護資金貸付事業
生活福祉資金貸付（ ５件）
一時援護資金貸付（５０件）

成年後見事業
成年後見制度受任件数　　後見（１件）補助（１件）

小地域福祉活動の支援
福祉会や福祉委員会、サロンの支援（１０３回）、備品貸出

（貸出数３３９件）等
地域福祉懇談会の開催
小地域福祉活動の手引の作成
健康麻雀サロンの開催（２会場　１４回　延べ２８１人）
地域支え合いネットワーク活動事業の推進

ボランティア活動支援
ボランティア活動の調整と情報提供
生活支援ボランティアの養成講座の開催（開催２回・参加

者６９名）
ボランティアセンター運営協議会の設置・開催

福祉教育活動
福祉学習会等の開催（１４校　延べ３３回）
福祉教育情報交換会の開催

子育て支援活動
子育てサークル育成講座の開催　２サークルが結成
遊びの広場　（定期的に開催）
孫育てサロンの開催（３回　８組１７人）

人材育成活動（各事業、事業所での実習生の受け入れ）
職場体験や実習生に対し必要な知識や技術指導や体験の場を提供　実習生受け入れ数（５４人）
キャラバンメイト養成講座の開催（２回　延べ４２人）

調査啓発・情報提供
広報誌「てとて」４回発行
デイサービスセンター愛らんど　毎月１回発行　　きたで～だより　年３回発行　　きらめきだより　年１回発行　
ゆめだより　年４回発行　　ほおずき通信　年３回発行　　いをぎの家だより　年３回発行
かせの通信　年間１回発行　　学童広報紙『おたより』（坂田・息長）毎月１回発行　　
各メディア・伊吹山テレビ等での啓発

その他支援活動
福祉関係団体・当事者団体活動の支援

Ⅰ 会 務

Ⅱ 事 業 活 動
１

２

６

３

４

７

８

５

10

11

12

９

これまでは家族や地域が強いつながりを持って、お
互いに助け合いながら暮らしてきた状況があります。
しかし、今日の少子高齢化の進行、社会経済情勢の変
化などによりつながりが薄れつつあり、今日の多様化
する福祉課題の解決のために、すべての世代を対象と
して、地域の中に介護、医療、予防、生活支援を組み
入れて暮らしを支える「地域包括ケアシステム」を整
備することが求められています。
本会は、米原市社協地域福祉活動推進計画の推進方

針である「つながりで地域の暮らしを支えきる」を柱
とし、誰もが安心して暮らし続けることのできる地域
づくりを市民の皆さんと共に進めてきました。
特に重点目標に掲げていた相談支援体制の強化に向

けては、法人後見や暮らし方ノートの普及啓発、権利
擁護センターや障がい者相談センターの開設に向けて
の調整を図りました。
次に生活困窮者支援のネットワーク化については、

社協内ネットワーク会議を開催し、情報共有と協議検
討を図りました。また、必要に応じ関係機関（者）、
ボランティアなど住民の支援者が参加する個別支援ネ
ットワーク会議（ケース会議）を開催し、役割分担や、
解決に向けた支援方法や地域活動について検討を行い
ました。
地域の福祉力、介護力を高める活動として、高齢者

など、地域住民が集い・交流する居場所づくりと、そ
の居場所を拠点に生活支援をはじめとしたボランティ
ア活動に取り組む「地域お茶の間創造事業」が、市内
７つの地域（団体）で進められました。その中で本会
では、団体の立ち上げや活動者の育成、活動に関する
情報提供等を通じ、それぞれの団体の活動を支援しま
した。また、生活支援ニーズ調査や、生活支援ボラン
ティア講座等の開催、フードバンクによる食糧支援な
ど、暮らしを支える支援を行いました。その他、気づ
きメモの取り組みから制度外サービスも創設しました。
さらに、介護職員初任者研修を開催し、多くの方に

介護の基礎知識を学んでいただくとともに、資格取得
への支援を行いました。併せて、担い手確保の視点か
ら受講生と市内介護事業所をつなぐ「就業プレゼン会」
を開催しました。
また、職員の質の向上を図るために、キャリアパ

ス・研修制度を運用するとともに、自主研修報告会を
開催するなどし、人材育成強化に取り組みました。

平成25年度　事業報告

ボランティアセンター運営協議会
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介護保険事業
（１）居宅介護支援事業　給付管理数　３，５３５件
（２）通所介護事業（デイサービス）延べ利用者数　２６，１４２人
（３）小規模多機能型居宅介護事業　延べ利用者数（通い１，６１５人、訪問２５４人、宿泊６６人）
（４）訪問介護事業（ホームヘルプサービス） 延べ派遣時間２５，０８１時間

障がい者福祉事業
（１）ホームヘルプサービス　　　延べ派遣時間６，６３１時間
（２）就労継続支援Ｂ型事業　　　延べ利用者数５，１００人

児童福祉事業
（１）放課後児童クラブ事業（坂田小学区・息長小学区） 延べ利用者数８，９８３人

地域支援・介護予防事業
（１）男性のためのいきいき料理教室　　延べ開催数１２地域　１５回　参加者２７２人
（２）第８回社会福祉大会　大会参加者数　６１０人

【第１部】基調講演「これからの米原市の地域福祉を考える」
【第２部】福祉事業所向け講演会の開催

（３）福祉機器貸出事業　　貸出件数２２件
（４）障がい者社会促進事業

音訳ボランティア養成講座　　初級編７回　　経験者編５回
音の広報発行　　延べ３３回発行

（５）介護者のつどい　　４回
（６）出前講座　開催件数５６件
（７）高齢者筋力向上トレーニング事業　延べ利用者数１，４８０人
（８）外出支援サービス　　延べ利用者数１，２５１人
（９）地域なじみの安心事業　　利用件数２件　　
（１０）バスの運行　　延べ件数２５５件　延べ３，５７３人
（１１）その他の活動

１．日本赤十字社事務局・赤十字奉仕団支援
２．善意銀行運営
３．歳末たすけあい募金配分事業
４．その他関係機関への参画

福祉介護人材の育成
介護職員初任者研修　（１１月～３月　５ケ月間　受講者３０人）

一般会計資金収支計算書 

就労支援事業特別会計資金収支計算書 

社会福祉法人米原市社会福祉協議会決算報告 社会福祉法人米原市社会福祉協議会決算報告 社会福祉法人米原市社会福祉協議会決算報告 

自立支援費等収入 
26,816,963円 

施設設備等収入 
450,000円 

その他の収入 
62,196,091円 

収入 
664,224,898円 

会費収入・寄付金収入  
12,522,427円 

受託金・管理料収入 
54,074,174円 

事業収入 
2,639,332円 

共同募金配分金収入 
10,497,943円 

補助金・助成金 
70,947,549円 

介護保険収入 
424,080,419円 

訪問介護事業 
92,122,565円 

通所介護事業 
263,226,495円 

法人運営事業 
82,151,624円 

地域福祉推進事業 
52,350,833円 

善意銀行事業 195,980円 
施設維持管理事業　20,179,943円 

共同募金配分金事業 
10,003,634円 

相談支援事業 
20,133,656円 

介護予防・ 
生活支援事業 
7,839,674円 

放課後児童 
クラブ事業 
13,956,953円 

居宅介護支援事業 
48,612,991円 

小規模多機能型居宅介護事業 
30,097,095円 

障害者ホームヘルプサービス事業 
17,147,539円 

貸付事業　5,500,129円 

支出 
663,519,111円 

補助金・その他の収入 
2,001,734円 

収入 
54,979,762円 

自立支援費等収入 
44,343,470円 

就労支援事業収入 
8,634,558円 

就労支援事業支出 
8,388,264円 

人件費支出 
30,648,828円 

その他の収入 
52円 

支出 
49,802,907円 

公益事業特別会計資金収支計算書 

収入 
1,433,052円 

支出 
1,212,990円 

事務費支出 
2,465,079円 会計単位間繰入金支出 

3,541,316円 

事業費支出　4,759,420円 

事業収入 
1,433,000円 

事業費支出 
749,934円 

人件費支出 
456,281円 

事務費支出 
6,775円 

平成 

25 
年度 

13

14

15

17

16

男性のためのいきいき料理教室

介護職員初任者研修
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○支援を必要とされる市内の方への歳末お見舞い
○市内福祉施設が行う歳末事業への支援　　　

など

○被災された県内の世帯へのお見舞い金
○県内の施設への整備費助成
○県内のボランティアグループ等への活動支援

など

○各自治会のサロン活動や地域福祉への活動支援
○家族介護者のつどいの開催
○福祉教育や子育て支援活動
○福祉講座・研修会の開催
○福祉団体活動助成　　　　　　　　　　　　など

歳末配分金 
3,617,999円 

地域配分金 
5,946,069円 

広域配分金 
1,960,000円 

歳末配分金 
3,617,999円 

地域配分金 
5,946,069円 

広域配分金 
1,960,000円 

滋賀県内(広域配分金として)福祉施設 

広域配分金として県内の福祉活動に 滋
賀
県
共
同
募
金
会 

送
金 

米原市内の福祉活動に 

市内の 
福祉活動 

審査委員会で 
配分先や 
金額を検討 

米原市共同 
募金委員会 

米
原
市
共
同
募
金
委
員
会 

送
金 

配
分 

募
金 

ご家庭で 

学校で 

街頭で 

事業所で 

＊
企
業
法
人
か
ら
の
共
同
募
金
へ

の
寄
付
金
は
、
法
人
税
上
「
全

額
損
金
」
と
な
り
ま
す
。

＊
個
人
か
ら
の
共
同
募
金
へ
の
寄

付
金
は
、
所
得
税
・
住
民
税
に

か
か
る
寄
付
金
控
除
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今年も共同募金運動が始まります!!今年も共同募金運動が始まります!!
地域に住む誰もが安心して住みなれたまちで暮らすことが出来るように 

赤い羽根共同募金にご協力をよろしくお願いします。 

みなさまからいただいた募金は、このような流れで
米原市内の地域福祉に役立てられています。

平成25年度米原市の皆さまから
お寄せいただいた募金は、 募金総額　１１,５２４,０６８円

下記の通り配分させていただきました。

このたび、滋賀県共同募金会より助成交付をうけ、軽車両を一台購入
し配備いたしました。この助成は、平成25年度に滋賀県内の皆様にご協
力いただいた赤い羽根共同募金が活かされています。
誰もが自分らしく、住み慣れた地域で安
心して暮らしていけるよう、多様なネット
ワークを築きながら、地域の課題解決に向
けての情報収集や、生活支援等の場で有効
に活用させていただきます。ありがとうご
ざいました。

平成26年度
米原市社会福祉協議会の

普通会費
をお願いしましたところ

８,３１９,０００円
（平成26年７月31日現在）

のご協力をいただきました。

ご協力いただきました社
協会費は、「生きがいをも
って安心して暮らせるまち
づくり」の推進に向けて大
切に役立てさせていただき
ます。
心よりお礼申し上げます。
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善意銀行だより
平成26年４月１日～平成26年７月31日（敬称略）

＊他　季節のお野菜や果物をたくさん寄付いただき、
有難うございました。

株式会社ダイナム近江店様

＊インスタント・レトルト食品や調味料等たくさん
寄付いただき有難うございました。

あみあみボランティアグループ
下多良区長
旧近江町ヤンマー近江友の会

5,000円
20,000円
117,165円

盆栽
尿とりパッド・おむつ・
ぴったりシーツ他
おはぎ
ティッシュ・折り畳み傘
雑巾
お米（27㎏）
車イス
事務用品
リハビリパンツ・パッド
紙おむつ

～みんなの善意を支援につなげる～
制度やサービスでは対応できないなどの理由に

より生活に困窮している方を対象に、善意銀行の
活用により、必要な物資を確保し提供することで
地域での生活を支援しています。皆様に寄付いた
だいた物資は必要とされる方に提供させていただ
いております。今後も食品等随時募集しておりま
すので、ご協力宜しくお願いします。

匿名

匿名
真野　修
匿名

顔戸長生会女性部
匿名

宮本淑子
株式会社ダイナム近江店

匿名
匿名

〔物品預託〕

〔金銭預託〕

相　　　談
・常時相談

社協職員が相談員として対応し、各関係機関と連絡連携し継続的に
相談支援を行います。
毎週月～土曜日、午前８時30分から午後５時30分まで。
＜問合せ＞米原市社会福祉協議会本部および社協各センター

・日曜相談窓口
常時相談に加え、日曜日にも社協職員が相談員として対応し、各関

係機関と連絡連携し継続的に相談支援を行います。
毎月第２日曜日　午前10時から正午まで
＜問合せ＞米原市社会福祉協議会本部および社協各センター

・心配ごと総合相談
暮らしの困りごとや悩みごとの相談を受け付けます。
相談は無料。時間はいずれも10時～12時まで（相談受付は11時ま

で）で、相談時間は１時間程度。
相談員は、行政相談委員・人権擁護委員・民生委員児童委員（身体障
がい者相談員・知的障がい者相談員が入られる日もあります）。
＜問合せ＞米原市　福祉支援課（山東庁舎）℡：５５－８１１０

・法律相談
法律に関わる相談ごとで、解決の窓口となるよう弁護士が初回の相

談に応じます。事前にお申込みください。

料金　１,０００円。時間はいずれも10時～12時までで、１回30分以内。
＜問合せ・申込み＞米原市　福祉支援課（山東庁舎）℡：５５－８１１０

9月14日(日) 10月12日(日)

相談日 相談日
ゆめホール（三吉570） 愛らんど（春照56）

会　場 会　場

9月11日(木) 10月9日(木)

相談日 相談日
愛らんど（春照56） やすらぎハウス（顔戸21-2）

会　場 会　場

9月02日(火)

9月09日(火)

9月16日(火)

9月24日(水)

10月07日(火)

10月15日(水)

10月21日(火)

10月28日(火)

相談日 相談日
やすらぎハウス（顔戸21-2）

ルッチプラザ（長岡1050-1）

ゆめホール（三吉570）

愛らんど（春照56）

やすらぎハウス（顔戸21-2）

ルッチプラザ（長岡1050-1）

ゆめホール（三吉570）

愛らんど（春照56）

会　場 会　場

寄付件数

提供件数

21件
実人員：13名
延べ支援回数：22件

会
　
　
　
　
　
　
務

理
事
会

■
平
成
26
年
度
第
１
回
理
事
会
　
（
書
面
審
議
）

議
案
第
１
号
　
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

評
議
員
の
補
充
選
任
同
意
に
つ
い
て

■
平
成
26
年
度
第
２
回
理
事
会
　
平
成
26
年
５
月
28
日

議
案
第
１
号
　
平
成
25
年
度
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
平
成
25
年
度
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会

福
祉
協
議
会
一
般
会
計
及
び
同
就
労
支
援
事
業
特
別
会

計
及
び
同
公
益
事
業
特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

■
平
成
26
年
度
第
３
回
理
事
会
（
書
面
審
議
）

議
案
第
１
号
　
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

正
規
職
員
給
与
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

准
正
規
職
員
給
与
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
３
号
　
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

常
勤
臨
時
職
員
給
与
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
　
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
職
員
給
与
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
５
号
　
市
有
財
産
の
取
得
（
米
原
市
近
江
い
き
い

き
健
康
館
）
に
つ
い
て

評
議
員
会

■
平
成
26
年
度
第
１
回
評
議
員
会
（
書
面
審
議
）

議
案
第
１
号
　
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
の
補
充
選
任
同
意
に
つ
い
て

■
平
成
26
年
度
第
２
回
評
議
員
会
　
平
成
26
年
５
月
29
日

議
案
第
１
号
　
平
成
25
年
度
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
業
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
　
平
成
25
年
度
社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会

福
祉
協
議
会
一
般
会
計
及
び
同
就
労
支
援
事
業
特
別
会

計
及
び
同
公
益
事
業
特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て

■
平
成
26
年
度
第
３
回
評
議
員
会
（
書
面
審
議
）

議
案
第
１
号

社
会
福
祉
法
人
米
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
の
補
充
選
任
同
意
に
つ
い
て

〈生活困窮者物資寄付・提供状況〉
平成26年4月1日～平成26年7月31日
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相
手
の
心
に
耳
を
傾
け
る

〜
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
催
中
〜

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聴
き
な
が
ら
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
心
安
ら
ぐ
時
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
市
内
で
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
よ
ろ
こ
び
愛
」

が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
達
に
、
ふ
く
し
を
伝
え
る

〜
福
祉
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〜

大
好
き
な
米
原
で
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
、

様
々
な
知
識
や
技
術
を
い
か
し
「
福
祉
の
心
・
生
き

る
力
」
を
伝
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
８
月
21

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、「
福
祉
教
育
と
は
何
か
？
」
講
義
や
体

験
を
通
し
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
、
学
校
で
の
福
祉
教
育
を
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方

と
一
緒
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
児
の
余
暇
支
援

で
こ
ぼ
こ
フ
レ
ン
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
多
く
の
人
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
楽
し
く
豊
か
な
夏
休
み
を
過
ご

す
た
め
に
、
で
こ
ぼ
こ
フ
レ
ン
ズ
が
、
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
や
カ
レ
ー
に
ピ
ザ
作
り
な

ど
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
民
生
委
員
児
童
委

員
の
方
の
協
力
を
得
て
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
な
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

H26年度傾聴ボランティア養成講座
日　時：９月　５日（金）

９月１２日（金） １０時～１２時
９月１９日（金）
９月２６日（金） １３時３０分～１５時３０分

内　容：上手な「聴き方」を身につける　など
会　場：米原地域福祉センターゆめホール
問合せ：米原市ボランティアセンター（５５－３９３３）

ボランティア２人で訪問し
お話を聴いています

傾聴の活動では、お会いしたその方
が主人公の想い出話や、日々の生活の
ひとコマを聴かせていただきます。
喜怒哀楽いろいろありますが、最後

はいつも笑顔。今日も元気をいただい
たなぁと思いつつ帰路につきます。

夏の想い出
いっぱいできたかな
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災害ボランティアセンター運営サポーター養成講座

[第１回] ■日　時：９月21日（日） 13時30分～16時
■会　場：米原公民館２AB研修室
■内　容：講義「災害ボランティアセンターと地元住民の役割を知る」

意見交換会「災害ボランティア活動について」
■講　師：井岡　仁志　氏（高島市社会福祉協議会　地域福祉課　課長）

[第２回] ■日　時：9月23日（火・祝） 9時～12時　
■会　場：米原地域福祉活動センターゆめホール2階大研修室
■内　容：講義「地域防災のヒント「地域防災計画」を読み解く」

演習「災害ボランティアセンター運営シミュレーション」
■講　師：北川　康行　氏（米原市　防災危機管理課　課長補佐）

■対　象：自主防災・災害救援活動に関心のある方
■受講料：無料（定員30名程度）
■後　援：米原市、滋賀県社会福祉協議会
（この講習を2回とも受講された方は、講座修了書をお渡しします。）

キャラバン・メイト養成研修

■日　時：９月18日（木）９時30分～16時15分
■会　場：米原地域福祉センターゆめホール（米原市三吉570番地）
■講　師：医療法人アップルクリニック　院長　速水　正博　先生

ＮＰＯ法人ひだまり　施設長　永田　かおり　氏
■内　容：「認知症の人を地域で支える」

キャラバンメイトの役割について　など
■受講料：無料（定員80名）
■申込締切：９月11日（木）
■受講条件：認知症に関心のある方

※米原市外の方もご参加いただけます。
（この講習を受講された方はオレンジリングとキャラバン・メイト養成研修の修了書をお渡しします。）

キャラバンメイトとは？

ボランティア講座のご案内

認知症についての理解者を地域で増

やすため、各種団体の集まりや、学

校などへ出向き、認知症に関する啓

発活動を行うボランティアです。

〒521-0221
米原市池下428 電話/Fax55-3933
米原市ボランティアセンター

小学校での出前講座の様子
紙芝居や寸劇などとり入れて認知症について

お伝えしています。
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米原市のみなさんに役立つ子育て情報をご紹介 

発行：平成26年９月１日
社会福祉法人米原市社会福祉協議会
〒521-0023 滋賀県米原市三吉570番地　米原市米原地域福祉センターゆめホール内

TEL 0749-54-3105 FAX 0749-54-3115
http://www.maibara-shakyo.or.jp/

この広報は一部赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

各種事業に関するお問合せ・お申し込み・ご意見は、
下記の法人本部・各センターまで

法人本部
米原市三吉570番地　米原地域福祉センターゆめホール内
TEL54-3105 FAX54-3115 maibarashi-shakyo@leto.eonet.ne.jp

山東地域福祉活動センター　米原市ボランティアセンター
米原市池下428番地　
TEL55-3933 FAX55-3933m-shakyo-mishima@zd.ztv.ne.jp

伊吹地域福祉活動センター
米原市春照56番地　伊吹健康プラザ愛らんど内　
TEL58-1770 FAX58-2231 m-shakyo-s.ishi@zb.ztv.ne.jp

米原地域福祉活動センター
米原市三吉570番地　米原地域福祉センターゆめホール内　
TEL54-3110 FAX54-3115 maibarashi-shakyo@leto.eonet.ne.jp

近江地域福祉活動センター
米原市顔戸21番地2 近江地域福祉センターやすらぎハウス内　
TEL52-1463 FAX52-8051m-shakyo-oshi@iris.eonet.ne.jp

今年も５月13日から、子育て中の悩みや喜びを仲間とわかり

あえる様なサークル作りを目的に「こもち～ズ広場」を開催し

ました。

足育をテーマとした今回の広場の様子をお知らせします。

いざサークル活動開始！ 

足育のお話しを聞き・・・ 足育のお話しを聞き・・・ 

親子ではだし体操 

メモリアル足形を作り・・・ 

ハイハイよちよちレースは・・・ 

そして・・・ 
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親子ではだし体操 親子ではだし体操 

メモリアル足形を作り・・・ 

ハイハイよちよちレースは・・・ 

そして・・・ 

市健康づくり課の

お話し

米原保育園園長

棚池先生

『ママを探して

大泣きしちゃった♪』

懐かしのプラ板作り

市内で活動中のイラストレーター
いぶきみやさんデザインの下絵に

色をつけました(*^_^*)

今後は
既存サークル

『ひよこクラブ』に
加入されることと
なりました！
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足育のお話し
を聞き・・・
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足育のお話しを聞き・・・ 

親子ではだし体操 

メモリアル足形を作り・・・ 

ハイハイよちよちレースは・・・ ハイハイよちよちレースは・・・ 

そして・・・ 

８／28（木）より秋の『こもち～ズ広場』開催中です。 
テーマは『食・野菜』！まだまだ参加者募集中！ 

開催日時：９／　４（木）おやつ作り 
　　　　　９／１１（木）水耕栽培 
　　　　　９／１７（水）干し野菜作り 
　　　　　９／２５（木）ピザ作り 
　　　　　・・・と盛り沢山の内容です。 
　　　　　※いずれも午前10時から午前11時30分まで 
場　　所：伊吹健康プラザ愛らんど 
対　　象：米原市内にお住いの未就園児とその保護者 
参  加  費：５００円 

申込は、米原市ボランティアセンター 
（TEL：５５－３９３３）まで♪ 
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